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＜連絡事項・週間予定＞

· 10/10（火）「防災について」の院内研修あり。

· 10/15学術発表の締め切りとなっているが、日曜日の為通所は10/13までに提出する事。

· 青森県精神保健福祉協会の会費締め切り日が10/16から10/17に変更となり、入会希望者は会費（1000円）を秘書　北村に提出する事。

· 11月3日（金）は、例年通り、9：30までに記念写真をとり、夕方18：30からグランドホテルで記念式典・祝賀会を行う。基本的に勤務で出席できない職員以外は、出席となり勤務以外の理由で（写真と祝賀会へ）出席できない職員は秘書チームに連絡する事。

· 10/11（水）種市久子様、体験利用予定。

＜利用者様情報＞

· 巴　勇樹　様～10/8（日）お父様から、本人が昨日から眠れないでいるが、通院中の三川神経内科　　　　　

クリニックが本日休みの為、当院を受診させたいと電話あり。6日（金）に三川神経内科受診し就寝前薬を調整してもらい、その日は眠れたが、7日（土）には眠れていないとの事。緊急性が低いため様子を見て10日に三川神経内科を受診するように医事が伝えているとの事。
　　　　　　　　　＜デイケアでの対応＞

　　　　　　　　　本人の様子の確認と現状の把握、今後の動向把握の為、家族に電話連絡を行う。

· 五日市　公様～昨日（10/8）青風荘で大野友章様とテレビのチャンネルについて口論となった為、

青風荘スタッフが介入し、二人に対して指導を行ったとの事。今朝、青風荘スタッフに「何で自分だけ言われるのか」と訴えがあったため、青風荘スタッフが本人と話し合いを行っているとのこと。

＜デイナイトケアでの対応＞

・大野様及び、他メンバーとの接触時トラブルとなる事の内容に見守りを行う。

・必要時には介入するが、相手の方に対しても説明を行い、“1人だけが注意される”という感情が軽減するように努める。

· 大野　友章様～昨日から気分の高揚さが見られているとの事（本人のご家族が青風荘に差し入れ

を持って来てから）。又、青風荘にて五日市様とテレビのチャンネルを巡ってトラブルとなる事があったと情報あり。

デイナイトケア通所後も落ち着きなく歩き回り、メンバー及びスタッフに対しての話し掛けが多く見られたり、レストランにて周囲にメンバーが居ても箸を振り回す事が見られている。

＜デイナイトケアでの対応＞

・気分が高揚しており、他メンバーとの接触が増えている為、トラブルが起こらないように見守りを行っていく。

・逸脱した行動が見られた際には、その都度対応し他メンバーに対する影響・危険である事を説明していく。

・種本　サハ様～午前中のプログラム開始時、スタッフに「具合悪いので休みながら映画みてもいいですか。」と話し、デイナイトケアルームと別室を頻繁に往復しながら落ち着きなく過ごしている。

＜業務改善＞

· 利用規約作業

· 契約書の確認・返送作業を引き続き行っていく。

· 9月中の期限であっても、まだ送付頂いていない御家族については、リストを確認し連絡を行っていく。

⇒返送については、メンバーに持参して頂く事のできる御家族は本人に持ち帰って頂き、難しいと思われる御家族には返送を行う。現在、手元にある分については今週中に作業を行う。

· 環境整備
　　朝の棟内掃除について

· 現在、環境整備の書式（区分・頻度・方法を記載できるもの）を作成中。

⇒　10/16からの使用予定

· 清掃区分の一覧を張り出し、清掃を行ったスタッフは自分の氏名を記載する。

· 現在清掃時間が日によって斑があり業務への影響も予想される為、清掃時間を８：２０までとする。

物品管理・スタッフからの指摘箇所について

· プログラムなどで使用し破損してしまった物については早急に破損処理を行う事。

· 流し周辺の汚れが目立つ為、デイナイトケアのコップ洗いの際にデイナイトスタッフ（B勤務者）を一人つけ、デイナイトケアのメンバーの見守りを行う。又、ナイトケア終了時には再度流し場周辺の清掃を行う。

· 流し周辺を清掃しやすいようにテーブルふきを置くことを検討する。

· デイケアメンバーに茶殻を三角コーナーに捨てずに新聞紙で包んで捨てるように促す。

＜ナイトケア事例検討＞

松永　勘五郎様　（59）　統合失調症　ナイトケア利用中

○現在の状況

· 利用時間について　

最近、連絡をせずに通所時間に遅れてくることが多い。遅れてくる理由について本人は「グループホームでコーヒーを飲んでくるから遅れる」と話しおり、ナイトケアで飲む事が出来る事を説明しても「ダメなことになっている」と頑なに拒否している。またナイトケアに電話連絡するように促すと「分からない人（医事）が出るから嫌だ」と話している。

· 食事摂取について

食事はほとんど朝食、昼食ともに菓子パンと缶ジュース一本を摂取している。

⇒本人と担当スタッフの面談

今後、ナイトケアの通所時間に遅れる場合には、事前（うみねこ幸房後）にナイトケアに来て遅れることを伝えるということで本人も納得している。またナイトケアに通所し、バランスの良い食事を摂る事も確認している。

· ナイトケアのプログラムについて

　　　担当スタッフとの面談の中でナイトケアプログラムについて「何もないプログラムは面白くない。」と話している。何もないプログラムではなく、自主活動のプログラムであるため、自分の実施したい事をするように勧めるが「何も無い」と話している。

　　　ナイトケアで読書を行っているが「ただ黙っているのは嫌いだから雑誌を開いている。内容がわからないが写真をみている。」と本人が話している。本人の希望としては「余った物を使って何か作るのは好き。」「1人だとやりたくないけど、みんなと一緒にはやりたい。」と話している。

　　

対応策

· 通所時間に遅れてくるようになった場合には、スタッフと面談を行い、振り返りを行う。

⇒プログラムの検討

· 週１回プログラムの増加の検討を行う。

· 自主活動中に時間を持て余しているメンバー（自分でやることを見つける事ができないメンバー）に自由に参加できる個別の枠を設け参加を促す。

＜具体的な例＞

　　映画鑑賞　⇒　（他メンバーからも回数を増やすようにと要望が挙がっている）

　　　木工（作業）

　　
